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６
月
１
日
、
さ
わ
や
か
な
晴
天
の
も
と
、
道
の

駅
阿
武
町
で
「
第
１７
回
阿
武
町
道
の
駅
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
道
の
駅
発
足
１５
周

年
の
記
念
ま
つ
り
で
、
道
の
駅
下
の
海
浜
で
は
各

テ
ナ
ン
ト
の
販
売
に
恩
恵
の
あ
る
魚
介
類
・
果
菜

類
に
感
謝
し
、
諸
霊
を
慰
め
る
供
養
祭
、
つ
づ
い

て
県
外
海
第
二
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
か
ら
贈
ら
れ

た
カ
サ
ゴ
の
稚
魚
１
０
０
０
匹
を
、
み
ど
り
保
育

園
の
子
ど
も
た
ち
が
海
に
放
流
す
る
放
魚
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
メ
イ
ン
会
場
の
多
目
的
広
場
で

は
、
中
村
秀
明
駅
長
（
町
長
）
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
み
ど
り
保
育
園
児
に
よ
る
か
わ
い
い
踊
り
が

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
ほ
か
、大
板
山
タ
タ
ラ
太

鼓
の
迫
力
あ
る
演
奏
、
阿
武
よ
さ
こ
い
連
＆
益
田

蟠
竜
お
ど
り
隊
に
よ
る
華
麗
な
踊
り
、
奈
古
新
鮮

活
魚
市
や
各
種
団
体
の
出
店
コ
ー
ナ
ー
も
人
気
を

集
め
て
い
ま
し
た
。 

  

今
回
新
た
に
活
魚
の
つ
か
み
取
り
が
開
催
さ
れ

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
で
し
た
。
新
奈
古
漁
港
で

は
巡
視
艇
「
さ
ざ
ん
か
」
の
展
示
と
無
料
体
験
航

海
、
福
賀
飛
行
ク
ラ
ブ
ラ
ジ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー
も
設

置
さ
れ
、
鹿
島
湾
の
自
然
を
満
喫
で
き
る
催
し
と

な
り
ま
し
た
。
同
時
開
催
で
、
第
１９
回
全
国
「
み

ど
り
の
愛
護
の
つ
ど
い
」
を
記
念
し
て
み
ど
り
保

育
園
の
園
児
が
「
夏
み
か
ん
」
の
木
を
植
樹
し
ま

し
た
。 

　
今
年
訪
れ
た
観
光
客
は
、参
加
し
た
町
内
の„
あ

な
た
“
を
含
め
６
０
０
０
人
（
主
催
者
発
表
）。

多
彩
な
催
し
に
各
会
場
で
は
一
日
中
活
気
と
笑
顔

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。 

魚介類などを慰霊する供養祭 

みどり保育園の園児たちが 
カサゴの稚魚を放流 

多
彩
な
催
し
や
特
産
品
の
特
売
で 

　
　
　
　
　
　
　
来
場
客
大
満
足 

新鮮活魚市 オープニングを飾ったみどり保育園児 阿武よさこい連 

益田蟠竜おどり隊 大板山タタラ太鼓 宇田さくら会 

迫力ある模擬セリ  フィナーレは大福引き大会 みどり愛護の日を記念して 
「夏みかん」の木を植樹 

道の駅発足１５周年 道の駅まつりに６,０００人 道の駅発足１５周年 道の駅まつりに６,０００人 道の駅発足１５周年 道の駅まつりに６,０００人 

 

道
の
駅
発
祥
の
駅

道
の
駅
発
祥
の
駅 

 

道
の
駅
発
祥
の
駅 

よ
さ
こ
い
隊
が
競
演

よ
さ
こ
い
隊
が
競
演 
よ
さ
こ
い
隊
が
競
演

よ
さ
こ
い
隊
が
競
演 
よ
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こ
い
隊
が
競
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活魚のつかみ取り 

お
か
あ
さ
ん
も
大
喜
び 

 

テナントコーナー 
 

萩焼の絵付け体験 

地元漁師さんによる魚のさばき方教室 
巡視艇さざんかの体験航海 

福賀飛行クラブのラジコンコーナー 
 礒部製作所　礒部満人さんの 

刃物研ぎ教室 
 

仙崎海上保安部職員が 
ライフジャケットの着用を指導 

色々なラジコン飛行機が並びます 可愛い子犬に大喜び およそ４０分間の迫力満点の航海 
 

漁
協
水
津
支
店
長
が 

魚
の
種
類
を
説
明 

「
石
鯛
、黒
鯛
、ト
ビ
ウ
オ
、 

メ
イ
ボ
、
タ
コ
」
な
ど 

 

モ
タ
バ
（
ド
チ
鮫
）
を
ゲ
ッ
ト 

お
刺
身
に
し
て
食
べ
れ
る
そ
う
で
す 

  

漁協宇田郷 
支店婦人部 

無角和牛の 
ステーキ 

婦人会のさざえ飯 

Ｊ
Ａ
の
野
菜
市 

 

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
工
房 

体験コーナー 

ＪＡ福賀支所 
女性部の 
「飯バーガー」 
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平
成
２０
年
３
月
２１
日
の
阿
武
町

議
会
本
会
議
で
阿
武
町
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
が
選
任
さ
れ
、
６
月

２
日
に
開
か
れ
た
阿
武
町
選
挙
管

理
委
員
会
に
お
い
て
委
員
長
及
び

委
員
長
代
理
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
阿
武
町
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
長
に
佐
伯
　
　
氏（
釜
屋
）、
委

員
長
代
理
に
西
村
輝
二
氏
が
新
た

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

　
選
挙
管
理
委
員
の
任
期
は
平
成

２０
年
５
月
１７
日
か
ら
平
成
２４
年
５

月
１６
日
の
４
年
間
で
す
。 

       

委
員
長
及
び
委
員
の
構
成 

（
敬
称
略
） 

●
委
員
長
　
佐
伯
　
　
（
釜
屋
） 

●
委
員
長
代
理 

　
　
　
　
　
西
村
輝
二
（
郷
） 

●
委
　
員
　
田
原
　
肇
（
新
生
） 

●
委
　
員
　
小
田
秀
夫
（
宇
久
） 

 

新
選
挙
管
理
委
員
長
に 

　
佐
伯
　
　
氏（
釜
屋
） 

佐伯　　委員長 

　
阿
武
町
で
は
、
基
本
構
想
「
元
気
！

あ
ぶ
町
！
５
０
０
１
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

の
一
つ
、「
町
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
基
調
と
し
て
、
連
携
の
き
ず
な
が
広

が
る
し
く
み
づ
く
り
や
、
自
立
と
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
は
、
行
政（
役
場
）主
体
で

は
な
く
、
行
政
と
地
元（
集
落
）に
住
む

皆
さ
ん
と
が
協
力
し
な
が
ら
、
自
分
た

ち
の
問
題
は
自
分
た
ち
で
解
決
す
る
と

い
う
ス
タ
イ
ル
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
の
駐
在
員
制
度
は
、
大
ま
か
に

言
え
ば
、
町
か
ら
の
情
報
を
一
方
的
に

お
伝
え
す
る
だ
け
の
も
の
で
し
た
が
、

町
が
現
在
目
指
し
て
い
る
自
治
会
制
度

は
、
現
に
住
ま
わ
れ
て
い
る
自
分
た
ち

の
集
落
を
、
助
け
あ
い
の
精
神
の
下
、

よ
り
安
心
で
住
み
や
す
い
地
域
に
す
る

た
め
に
、
自
主
的
に
話
し
合
う
任
意
の

組
織
（
自
治
会
）
に
し
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
で
す
。 

　
福
祉
・
環
境
・
防
犯
・
防
災
な
ど
は
、

行
政
が
関
わ
る
こ
と
は
当
然
で
す
が
、

自
分
た
ち
で
出
来
る
こ
と
は
自
分
た
ち

で
行
お
う
と
す
る
自
立
・
協
働
で
、
町

と
自
治
会
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
お
互

い
に
安
心
で
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

世
帯
が
増
え
た
り
、
空
き
家
が
増
え
た

り
す
る
と
防
災
の
面
で
不
安
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
問
題
を
集
落
の
中
で
話

し
合
い
、
解
決
す
る
こ
と
を
理
想
と
し

ま
す
。
そ
の
話
し
合
い
の
仕
組
み
に
つ

い
て
も
、
考
え
て
い
き
ま
す
。 

　
集
落
に
よ
っ
て
は
、
高
齢
化
で
自
治

会
の
仕
組
み
づ
く
り
が
難
し
い
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
出
来
る
だ
け
集
落

の
中
で
話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ

た
形
の
組
織
に
と
考
え
て
い
ま
す
。
平

成
２１
年
４
月
か
ら
の
自
治
会
制
度
の
実

施
を
目
指
し
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
、
現

状
の
集
落
運
営
の
問
題
点
や
自
治
会
制

度
の
利
点
な
ど
を
話
し
合
う
た
め
、
講

演
会
・
研
修
会
で
、
集
落
代
表
者
会
議
、

要
望
に
応
じ
た
各
集
落
で
の
出
前
講
座

な
ど
を
順
次
行
い
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

よ
り
よ
い
制
度
に
な
る
よ
う
話
し
合
い

を
進
め
、移
行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 
  

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
毎
月
、
自

治
会
制
度
に
関
す
る
お
知
ら
せ
な
ど
を

掲
載
し
ま
す
。
自
治
会
制
度
に
関
す
る

疑
問
点
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

今
後
の
移
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
） 

●
阿
武
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
講

　
演
会
（
７
月
２０
日
） 

●
集
落
代
表
者
説
明
会
（
７
月
下
旬
）  

●
各
集
落
出
前
講
座
（
順
次
）・（
８
月

　
〜
２
月
） 

●
定
期
集
落
代
表
者
会
議 

　（
３
回
）・（
９
・
１２
・
３
月
）
　 

●
集
落
個
別
相
談
（
９
月
〜
随
時
） 

●
自
治
会
制
度
の
発
足 

　（
来
年
４
月
予
定
） 

Ｑ：なぜ､今自治会なのか  
Ａ：地域には、かつては住民自らが自らの地域
のことを考え、地域の課題を自らの手で解決し、
決定していく機能が備わっていました。ところが、
現在では、地域の様々な課題の解決も行政への依
存傾向が強まり、同時に個人の価値観の多様化、
住民の流動化などからその機能が縮小してきてい
ます。その一方で、阪神・淡路大震災などの災害
を契機に地域住民の自立と連帯の必要性が再認識
されるようになり、地域コミュニティーの重要性

や住民ボランティアの社会的評価が高まってきて
います。そこで、地域住民が、地域の課題を共に
協力し、自らの手で解決、決定し、自治活動の活
性化を図りながら住民同士が支え合って地域づく
りを進めるためには、住民に身近な小 
さな自治として自治会の必要性が増し 
てきています。また、地域コミュニテ 
ィーの重要性などが高まってきたもう 
一つの背景には、地方分権の進展があ 
げられます。 

安心・安全なまちづくりへの仕組み 

集落の個性に応じたものに 

自治会制度なんでも

自治会移行推進プロジェクトの様子 

シリーズ「新たなコミュニティー自治会制度」① 

自立と協働の「自治会制度」の導入を検討 
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　ふるさと納税とは、自分が育ったり、関わりが深い地域を応援したいという気持ちを形にするしく
みとして、ふるさとの自治体などに寄附をすると、居住地の住民税などからその分の税額が控除され
る制度です。 
　阿武町の場合いただいた寄附金は阿武町ふるさと振興基金に積み立て、下記のうち寄附者が指定さ
れた事業に活用します。 
【活用事業】 （１）ふるさとの自然、景観の保全活動…（例）鳴き砂復活事業、蛍の再生 
 （２）公民館、保育園、小中学校の図書の購入…（例）絵本や図鑑など 
 （３）伝統文化の保存、継承…（例）神楽舞や太鼓などの備品購入 
 （４）集落彩生事業補助金…（例）集落の活動費 
 （５）その他…（１）～（４）以外のふるさと振興事業 
【寄附の手続き】　役場総務課、各支所備え付けの寄附申込書（阿武町のホームページからダウンロー
ドできます。またお電話頂ければご指定の方法で送付します。）を、郵便、ＦＡＸ、メールで総務
課までお送りください。 

【寄附金の納付方法】　申込書で納付書支払い、郵便局や銀行での振込、現金書留、窓口納付などいず
れかの方法をご指定ください。必要な書類を送付します。 
※なお、１万円以上の寄附をして頂いた方に、ふるさとを想う気持ちへの感謝のしるしとして阿武町
５０周年記念誌「ふるさと半世紀」または、日本海温泉テルメ阿胡の入浴回数券を贈呈します。 
 
　寄附をいただいた方には寄附金 
受領証明書を送付します。お住ま 
いの市区町村で申告することで税 
金控除を受けることができます。 
  
 
 
 
 
 
 
　寄附自体はいくらでもでき、上限、下限はありません。なお、この制度では少なくとも５,０００円が
自己負担となりますが、事務手数料としてご理解ください。 
 
【申込み・問い合わせ】　〒７５９－３６２２　阿武町総務課ふるさと納税担当　藤村 
　TEL.０８３８８－２－３１１１　FAX.０８３８８－２－２０９０　Ｅ-ｍａｉｌ　ｋｉｋａｋｕ＠ｔｏｗｎ．ａｂｕ．ｙａｍａｇｕｃｈｉ．ｊｐ 
　このほか詳しいことは阿武町のホームページをご覧ください。　元気阿武町 検索 
　ＵＲＬ　http://www.town.abu.yamaguchi.jp/

ふるさと納税（寄附）制度が始まりました。
町外のご家族、お知り合いにお知らせください。
ふるさと納税（寄附）制度が始まりました。
町外のご家族、お知り合いにお知らせください。

例）給与収入700万円で夫婦＋子供2人の家族の場合 
給与収入：700万円【所得税の税率10％　住民税（所得割額）293,500円】 

寄附金額　40,000円 40,000円の寄附を行った場合 

5,000円は寄附控除の対象から 
除外されます。 

※所得税は寄付いただいた年分、 
　住民税は翌年分の控除となり 
　ます 

所得税からの税額控除　3,500円 
35,000円×10％ 

控除対象外 
5,000円 
控除対象外 
5,000円 寄附控除対象　35,000円 

住民税の税額控除 31,500円 
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元気！阿武町！５００１プラン

山・海・里

あなたのまちの身近な話 
題をお寄せください。 
役場総務課企画広報係 
（☎2―3111） 
E-mail : kikaku@town. 
　　abu.yamaguchi.jp

Ａｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓ Ａｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓ 
まちの話題まちの話題

福
賀
地
区
で
家
庭
教
育
講
演
会

            

　
第
４０
回
日
本
作
詞
大
賞

新
人
賞
を
受
賞
さ
れ
た
松

原
高
久
さ
ん
（
東
京
都
在

住
）
が
５
月
２２
日
、
町
を

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
今

回
は
墓
参
り
も
兼
ね
た
帰

郷
で
受
賞
の
報
告
も
さ
れ

ま
し
た
。松
原
さ
ん
は「
今

後
は
プ
ロ
の
意
識
を
も
っ

て
活
動
し
て
い
き
た
い
。

作
詞
の
世
界
は
厳
し
く
、
内
容
が
良
け
れ
ば
採
用
さ
れ
る
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。
商
売
に
な
る
も
の
で
な
い
と
ダ
メ
で

す
。『
深
い
考
え
の
も
と
わ
か
り
や
す
く
書
く
』。
こ
の
精

神
で
行
き
た
い
で
す
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、「
阿
武
町
は
平
成
の
合
併
の
時
に
棚
田
の
よ
う
に

小
さ
く
て
も
頑
張
っ
て
い
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
農
業

で
も
漁
業
で
も
好
き
な
こ
と
を
一
生
懸
命
や
っ
て
い
れ
ば
良

い
町
に
な
り
ま
す
。
私
も
阿
武
町
を
応
援
し
ま
す
」
と
激

励
。
中
村
町
長
は
「
阿
武
町
発
展
の
た
め
に
は
町
出
身
者
の

力
が
必
要
で
す
。
大
変
心
強
く
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
当
地
ソ

ン
グ
の
作
詞
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

   　
福
賀
地
区
家
庭
教
育
講
演
会
が
６
月
１
日
、
福
賀
小
学
校

視
聴
覚
室
で
開
催
さ
れ
、
福
賀
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
や
地

域
住
民
な
ど
お
よ
そ
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
講
師
は
、
山
口
大
学
准
教
授
永
尾
隆
志
先
生
。
テ
ー
マ

は
「
伊
良
尾
火
山
の
不
思
議
」。
約
２
０
０
万
年
前
か
ら
１

万
年
前
に
噴
火
し
た
阿
武
火
山
群
は
、
日
本
の
活
火
山
１
０

８
カ
所
中
で
も
３
カ
所
し
か
な
い
単

成
火
山
群
と
い
う
め
ず
ら
し
い
火
山

の
一
つ
で
、
そ
の
中
で
も
阿
武
火
山

群
が
一
番
め
ず
ら
し
い
。
ま
た
、
伊

良
尾
山
は
約
３０
万
年
前
に
噴
火
し
た

阿
武
火
山
群
最
大
の
火
山
で
、
流
れ

た
溶
岩
の
川
の
長
さ
は
１５
㎞
に
も
及

び
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
（
ち
な

み
に
富
士
山
は
２０
㎞
）。
西
台
、
東

台
も
火
山
で
あ
る
こ
と
。
宇
生
賀
盆

地
は
周
り
が
火
山
で
出
来
た
堰
止
湖

が
始
ま
り
で
、
う
も
れ
木
は
３
千
年

前
の
杉
の
木
が
湖
に
う
も
れ
神
代
杉
と
な
っ
た
こ
と
。
ま
た
、

沼
地
で
倒
れ
な
い
よ
う
に
横
に
根
を
張
っ
て
不
思
議
な
形
に

な
っ
た
こ
と
な
ど
、
福
賀
台
地
の
生
い
立
ち
な
ど
が
明
ら
か

に
さ
れ
ま
し
た
。
現
地
で
の
説
明
は
道
路
工
事
現
場
の
地
層

付
近
で
行
わ
れ
、
新
た
に
現
れ
た
溶
岩
地
層
は
、
連
続
し
た

噴
火
の
中
で
風
に
よ
っ
て
流
さ
れ
た
火
山
灰
や
火
山
礫
の
地

層
の
間
に
流
れ
出
た
溶
岩
の
地
層
が
現
れ
た
も
の
で
、大
変
貴

重
な
め
ず
ら
し
い
も
の
で
あ
る
い
う
こ
と
で
す
。
永
尾
准
教

授
は
ぜ
ひ
残
し
て
ほ
し
い
と
話
し
て
い
ま
す
。
 

　
福
賀
地
区
で
は
７
月
１１
日
に
小
学
生
を
対
象
に
「
火
山
」

に
関
す
る
授
業
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

※
７
月
２７
日（
日
）ま
で
山
口
市
の
山
口
県
立
博
物
館
で
阿
武
火
山
群
、
伊
良

　
尾
山
の
火
山
弾
の
ス
ポ
ッ
ト
展
示
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

福
賀
台
地
の
生
い
立
ち
学
ぶ

プ
ロ
の
意
識
を
持
っ
て

  

　
地
元
の
建
設
業
吉
岡
土
建

・
吉
岡
砕
石
が
、
今
春
か
ら

野
菜
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

耕
作
面
積
は
約
１
ヘ
ク
タ
ー

ル
。
栽
培
す
る
野
菜
は
い
ん

げ
ん
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
か
ぼ

ち
ゃ
な
ど
９
種
類
。
農
業
部

の
村
田
主
任
は
「
今
年
は
実

験
段
階
、
ほ
場
に
合
う
も
の

は
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
平
成
１７
年
９
月
に
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
が
改
正
さ
れ
、
企
業
も
農
業
が
行
え
る
よ
う

に
な
り
町
内
で
は
初
め
て
の
取
組
。
 

　
取
締
役
部
長
の
吉
岡
克
巳
さ
ん
は

「
工
事
伐
採
木
な
ど
を
使
っ
て
木
材

チ
ッ
プ
を
作
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
を
資
源
と
し
て
有
効
利
用
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
チ
ッ
プ
の
み
の
販
売
も
し
て
い

ま
す
が
、
養
鶏
場
と
提
携
し
て
堆
肥
も
作
っ
て
い
ま
す
。
ほ

場
に
は
堆
肥
を
た
っ
ぷ
り
投
入
し
て
い
ま
す
よ
。
こ
れ
か
ら

農
林
水
産
業
な
ど
可
能
性
の
あ
る
も
の
に
は
ど
ん
ど
ん
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
バ
イ
オ
マ
ス
（
再
生
可
能
な

植
物
由
来
の
有
機
性
資
源
）
を
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
有
効

利
用
で
き
な
い
か
考
案
中
で
す
」と
熱
い
思
い
を
語
り
ま
す
。 

 

工事伐採木を 
木材チップに 

吉岡克巳さん 

木材チップと鶏ふん 
を混ぜて堆肥に 

吉
岡
土
建
・
吉
岡
砕
石
が
野
菜

吉
岡
土
建
・
吉
岡
砕
石
が
野
菜

作
り
に
挑
戦

作
り
に
挑
戦

バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
も

バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
も

吉
岡
土
建
・
吉
岡
砕
石
が
野
菜

作
り
に
挑
戦

バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
も
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６
月
か
ら
奈
古
地
区
と
宇
田

郷
地
区
に
、
新
た
に
身
近
な
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
運
営
は
阿
武

福
祉
会
。
奈
古
地
区
は
東
方
集

落
の
「
田
中
さ
ん
家
」、
宇
田

郷
地
区
は
元
浦
集
落
に
あ
り
、

名
称
は
「
ひ
だ
ま
り
」
で
す
。

福
賀
地
区
は
す
で
に
「
え
ん
が

わ
」
と
い
う
名
称
で
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
こ
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
自
宅
か
ら

通
い
な
が
ら
、
入
浴
・
食
事
・
各
種
介
護
・
機
能
訓

練（
予
防
介
護
）・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
利
用
者
と
ご
家
族
の

方
の
精
神
的
・
体
力
的
な
負
担
を
軽
減
し
、
日
々
過

ご
す
よ
ろ
こ
び
を
利
用
者
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
お
手

伝
い
し
ま
す
。
地
域
の
お
年
寄
り
が
い
つ
ま
で
も
安

心
し
て
自
分
ら
し
い
時
間
や
生
活
が
送
れ
る
よ
う
な

„
な
ご
み
“
や
„
い
こ
い
“
の
場
を
目
指
し
ま
す
。
 

▼
営
業
日
　
月
〜
土
曜
日（
日
曜
日
は
休
み
）祝
日
も
営
業
 

▼
利
用
時
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時
 

▼
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
　
介
護
予
防
通
所
介
護
（
要
支
援

１
・
２
の
方
）・
通
所
介
護
（
要
介
護
１
〜
５
の
方
）・
一

般
の
方
、
子
ど
も
た
ち
も
大
歓
迎
し
ま
す
。
 

▼
利
用
料
金
　
介
護
の
程
度
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
阿

武
福
祉
会
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
田
中
さ
ん
家
　
☎
２
―
２
１
９
３
 

　
ひ
だ
ま
り
　
☎
０
８
０
―
６
３
１
７
―
９
７
０
１
 

 

      　
６
月
３
日
、
み
ど
り
保
育
園
年
長
児
１８
人
、
年
中

児
１２
人
と
福
賀
分
園
児
３
人
が
福
賀
を
探
検
し
ま
し

た
。
ス
タ
ー
ト
は
東
台
の「
三
芳
牧
場
」。
大
き
な
牛

に
こ
わ
ご
わ
エ
サ
を
与
え
て
い
ま
し
た
。
次
は
、木
い

ち
ご
を
摘
み
な
が
ら
西
台
の
白
松
靖
之
さ
ん（
下
笹

尾
）の
レ
タ
ス
畑
に
到
着
。
と
れ
た
て
の
レ
タ
ス
を

ま
る
か
じ
り
し
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
「
レ

タ
ス
は
甘
か
っ
た
、
カ
リ
カ
リ
、
カ
チ
カ
チ
音
が
し

た
」と
気
持
ち
も
お
腹
も
い
っ
ぱ
い
の
探
検
で
し
た
。 

住民と企業が一体となって
地球温暖化対策を協議

京都議定書の阿武町版

住民と企業が一体となって
地球温暖化対策を協議

京都議定書の阿武町版

　
町
民
と
事
業
所
、
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組

む
、
阿
武
町
地
球
温
暖
化
対
策
地
域

協
議
会
が
６
月
６
日
に
発
足
。
会
員

は
婦
人
会
や
町
内
事
業
所
の
代
表
ら

２８
人
で
、
初
代
会
長
に
は
奈
古
婦
人

会
小
田
千
菊
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
京
都
議
定
書
に
お
け
る
日
本
で

の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
は
「
９０

年
比
６
％
削
減
」。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
近
年
、

排
出
量
が
増
加
傾
向
に
あ
る
一
般
家
庭
や
事
業
所
の
排
出
量

の
抑
制
が
大
き
な
鍵
で
、
各
家
庭
や
事
業
所
が
そ
れ
ぞ
れ
の

問
題
と
し
て
認
識
し
行
動
に
移
す
こ
と
が
必
須
で
す
。
 

　
今
後
は
、「
緑
の
カ
ー
テ
ン
、
エ
コ
ス
タ
イ
ル
、
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
、
マ
イ
バ
ッ
ク
、
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
イ
」
な
ど
７
項

目
を
実
践
目
標
と
し
て
取
組
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
県
内
一
斉
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。（
詳
細
17
ペ
ー
ジ
）
 

　「
お
し
ゃ
れ
ハ
ウ
ス
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。
 

　
メ
ン
バ
ー
は
福
賀
生
ま
れ
の
福
賀
育
ち
の
お
掃
除
起
業
家

の
３
人
の
女
性
。
田
中
清
子
さ
ん（
三
和
）、
吉
岡
め
い
子
さ

ん（
宇
田
地
）、
木
原
久
美
子
さ
ん（
金
社
）
で
す
。
起
業
の

き
っ
か
け
は
婦
人
会
の
後
片
付
け
で
掃
除
を
し
た
の
が
始
ま

り
で
、
こ
れ
か
ら
共
稼
ぎ
や
高
齢
の
方
が
多
く
な
り
需
要
が

増
え
る
の
で
は
、
と
い
う
思
い
か
ら
昨
年
４
月
活
動
を
開
始

し
ま
し
た
。
請
負
う
仕
事
は
、
お
掃
除
全
般
、
草
取
り
、
お

買
い
物
、
お
料
理
作
り
な
ど
。
普
段
お
仕
事
で
お
忙
し
い
方

や
ご
高
齢
の
方
に
は
強
い
味
方
で
す
。
３
人
と
も
お
勤
め
の

経
験
が
あ
る
の
で
、
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
キ
メ
細
や
か

な
サ
ー
ビ
ス
が
な
に
よ
り
魅
力
で
す
。「
１
人
で
は
大
変
だ
が

３
人
い
れ
ば
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
び
ま
す
」と
田
中
さ
ん
。「
ご

家
庭
の
台
所
な
ど
は
重
曹
を
水
で
溶
い
た
も
の
や
お
酢
な
ど

を
使
っ
て
掃
除
し
ま
す
」
と
吉
岡
さ
ん
。「
お
客
さ
ん
に
喜

ん
で
も
ら
う
の
が
な
に
よ
り
嬉
し
い
」
と
木
原
さ
ん
。
３
人

起
業
家
の
腕
の
見
せ
所
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
 

　
お
問
い
合
わ
せ
は
☎
５
―
０
１
５
８
田
中
さ
ん
 

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
５
―
０
３
０
７
吉
岡
さ
ん
 

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
５
―
０
５
２
０
木
原
さ
ん
ま
で
 

家事全般をお手伝いします
福賀育ちの起業家「おしゃれハウス」

家事全般をお手伝いします
福賀育ちの起業家「おしゃれハウス」

奈古・宇田郷にミニデイサービスセンター
「田中さん家」と「ひだまり」「田中さん家」と「ひだまり」

ち

奈古地区 
「田中さん家」 

三芳牧場にて 

木いちご摘み 

甘いレタスまるかじり 

宇田郷地区 
「ひだまり」 

ぼくらはちびっこ探検隊

ち
 

吉
岡
さ
ん
考
案
の
 

„
４
回
使
え
る
手
袋
ぞ
う
 

き
ん
“
で
窓
拭
き
 

草
取
り
も
楽
し
そ
う
 

左から田中さん、吉岡さん、木原さん 
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　　救急車が宇田郷支所方面（郷・葛籠・平原など）に来るのにはどのルートを 
通ってくるの？（匿名希望） 
 
 
　　宇田郷地区から119番通報で救急車の出動要請をした時は、萩市消防署弥富出張所から救急車が出動
します。ルートは、弥富出張所から国道315号を通り、須佐を経由して、国道191号から町道嶽線を通行
して向かいます。 
　仮に宇田郷支所へ救急車が行く場合、最短は国道191号から西重商店前のＪＲ線路の下側を通るルート
ですが、ここで大きな問題があります。 
　救急車の高さは約3.1ｍ、そしてＪＲ線路下は実測2.5ｍで、救急車が通行するためには0.6ｍ程度高さ
が足りません。その為、ここを救急車が通行可能にするためには、道路を掘り下げる以外に方法はないの
ですが、町・ＪＲ・萩市消防署などの関係機関で様々な検討を行いました。 
　しかしながら、線路の橋脚の安全性の問題、掘り下げることによる雨水のはけ口の問題、国道への接続
部分の問題など、様々な問題があり、現時点で西重商店前のガード下の通行は不可能という結論に達しま
した。 

※これからも、疑問や質問などがありましたら、役場などの各担当がお答えしますので、お手紙やFAX、
　メールなどでお寄せください。 
　受付窓口：役場総務課☎2－3111　FAX 2－2090　Eメールkikaku@town.abu.yamaguchi.jp

まちの疑問・質問に担当者がお答えする 
なんでも広報相談室コーナー 

Ｑ Ｑ 

Ａ Ａ 

救急車は宇田郷支所方面にどのルートで来るの？

検討を重ねた結果、従来どおり町道嶽線を通ります。

まちの
ハテナ
？

阿武町の逸品 
シリーズ  Ｎo.5 

 

食感は“シッコリ”塩加減が絶妙!!  老舗の味をどうぞ
日本海の初夏の味覚ウニの瓶詰め

 
第
５
弾
は
、
日
本
海
の
初
夏
の
味
覚
、
「
ウ
ニ
の
瓶
詰
め
」
を
紹
介
し
ま
す
。
 

　
阿
武
町
で
は
奈
古
地
区
と
宇
田
郷
地
区
で
作
っ
て
い
ま
す
が
、
歴
史
が
古
い
の

は
宇
田
郷
地
区
。
そ
の
中
で
も
戦
前
か
ら
の
老
舗
で
通
称
「
角
庄
」
こ
と
３
代
目

角
力
庄
一
さ
ん（
７６
歳
）の
作
る
瓶
詰
め
ウ
ニ
は
、
年
間
約
１
０
０
０
本
の
限
定
品
。

予
約
販
売
で
し
か
買
う
こ
と
が
出
来
ず
、
市
場
に
は
ほ
と
ん
ど
出
回
ら
な
い
„
逸

品
“
で
す
。
角
力
さ
ん
の
瓶
詰
め
ウ
ニ
は
「
ウ
ニ
本
来
の
味
が
し
て
食
感
は
シ
ッ

コ
リ
、
塩
加
減
が
絶
妙
」
と
町
内
外
に
根
強
い
フ
ァ
ン
を
持
っ
て
い
ま
す
。
 

　
地
元
宇
田
郷
産
の
バ
フ
ン
ウ
ニ
を
１
０
０
％
使
用
。
そ
の
日
に
取
れ
た
ウ
ニ
を

そ
の
日
の
内
に
加
工
し
ま
す
。
１
つ
目
の
こ
だ
わ
り
は
「
食
用
ア
ル
コ
ー
ル
」
と

「
塩
加
減
」。
ア
ル
コ
ー
ル
は
専
門
の
業
者
か
ら
こ
だ
わ
り
の
も
の
を
購
入
し
て
い

ま
す
。
塩
加
減
は
天
候
や
温
度
な
ど
そ
の
時
々
で
微
妙
に
変
え
る
と
い
い
ま
す
。
 

　
２
つ
目
の
こ
だ
わ
り
は「
水
切
り
」。
市
場
で
は
、
約
３
分
間
水
切
り
を
し
ま
す

が
、
角
力
さ
ん
は
製
造
の
過
程
で
も
う
一
度
水
切
り
を
し
ま
す
。
水
分
量
で
ウ
ニ

の
食
感
に
差
が
出
る
と
い
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
塩
加
減
と
加
工
作
業
は„
極
秘
“

と
い
う
こ
と
で
す（
取
材
不
可
）。
ウ
ニ
の
瓶
詰
め
の
食
べ
頃
は
、
製
造
日
か
ら
約
半

年
後
、塩
が
な
じ
み
ア
ル
コ
ー
ル
と
塩
加
減
が
ち
ょ
う
ど
良
く
な
る
そ
う
で
す
。

角
力
さ
ん
は「
ウ
ニ
は
油
が
強
い
も
の
。塩
が
„
甘
か
っ
た
り
“
ア
ル
コ
ー
ル
の
加

減
で
悪
く
な
っ
た
り
硬
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。気
が
抜
け
ま
せ
ん
」と
話
し
て
い
ま
す
。 

 

か
ど
し
よ
う
 

 角力庄一 
〒759-3501　山口県阿武郡阿武町宇田今浦 
☎（08388）4-0059　地方発送しています。 

「角庄」3代目の 
角力庄一さん 

奥
さ
ん
の
直
子
さ
 

ん
と
の
共
同
作
業
 

 

宇
田
で
と
れ
た
 

バ
フ
ン
ウ
ニ
 

梅
田
マ
ス
エ
さ
ん（
今
浦
） 

金
崎
キ
ミ
エ
さ
ん（
今
浦
） 

精製された食塩水 
の中で殻などを 
除きます 

漁協で選別されたウニを使用 
 

1口メモ◆アルコール漬けのウニの瓶詰めは山口県が発祥の地です。 



元気！阿武町！５００１　いきいきと未来に輝く人づくり

小
野
　
綾
香
ち
ゃ
ん（
美
里
） 

平
成
19
年
6
月
11
日
生
ま
れ 

（
パ
パ
）
篤
志
さ
ん
・（
マ
マ
）
千
秋
さ
ん 

　
こ
ん
に
ち
は
♪
綾
香
で
す
。
ど

こ
に
行
っ
て
も
パ
パ
に
そ
っ
く
り

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
は
、
ハ

イ
ハ
イ
と
伝
い
歩
き
で
い
た
ず
ら

し
放
題 

　
早
く
あ
ん
よ
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
お
散
歩
行
き
た
い
な
　 

　

元
気
で
思
い
や
り
の
あ
る
子
に
育

っ
て
ね 

表
彰
席
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５
月
１６
日
　
福
賀
小
中
グ
ラ
ウ
ン

ド
　
４６
人
参
加
　
　
　（
敬
称
略
） 

【
男
性
の
部
】 

★
優
　
勝
　
藤
田
司
朗（
黒
　
川
） 

★
準
優
勝
　
中
野
　
靖（
上
東
郷
） 

★
第
３
位
　
田
中
常
人（
三
　
和
） 

【
レ
デ
ィ
ー
の
部
】 

★
優
　
勝
　
佐
村
照
子（
飯
　
谷
） 

★
準
優
勝
　
岡
崎
ト
キ
エ（
栃
原
） 

★
第
３
位
　
竹
内
宰
子（
宇
田
地
） 

             

５
月
８
日
　
宇
田
小
グ
ラ
ウ
ン
ド 

　
　
　
　
　
４１
人
参
加（
敬
称
略
） 

【
ミ
ス
タ
ー
の
部
】 

★
優
　
勝
　
中
村
晶
男（
　
郷
　
） 

★
準
優
勝
　
西
村
忠
久（
　
郷
　
） 

★
第
３
位
　
伊
藤
敬
久（
葛
　
籠
） 

【
ミ
ズ
の
部
】 

        

５
月
９
日
　
萩
市 

１０
チ
ー
ム
・
３９
人
参
加（
敬
称
略
） 

【
個
人
男
性
の
部
】 

★
優
　
勝
　
田
中
茂
男（
伊
　
豆
） 

★
準
優
勝
　
西
坂
章
士（
中
　
村
） 

★
第
３
位
　
小
野
智
彦（
上
　
郷
） 

【
個
人
女
性
の
部
】 

★
優
　
勝
　
波
多
野
貞
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
東
郷
） 

★
準
優
勝
　
佐
村
照
子（
飯
　
谷
） 

★
第
３
位
　
西
坂
千
代
子（
中
村
） 

【
団
体
の
部
】 

★
優
　
勝
　
福
賀
き
ら
ら 

★
準
優
勝
　
柏
木 

★
月
例
賞
　
い
ら
お
っ
ち 

★
Ｂ
Ｂ
賞
　
ブ
ル
ー
ス
カ
イ 

★
優
　
勝
　
近
藤
利
津
子（
井
部
田
） 

★
準
優
勝
　
杉
村
玉
子（
井
部
田
） 

★
第
３
位
　
光
永
伸
子（
　
郷
　
） 

            

５
月
１７
日
　
宇
田
小
グ
ラ
ウ
ン
ド 

　
　
　
　
　
４０
人
参
加（
敬
称
略
） 

【
フ
リ
ー
の
部
】 

★
優
　
勝
　
金
崎
　
洋（
尾
　
無
） 

★
準
優
勝
　
柳
井
宣
政（
平
　
原
） 

★
第
３
位
　
白
石
孝
治（
井
部
田
） 

【
レ
デ
ィ
ー
の
部
】 

★
優
　
勝
　
白
石
寿
江（
井
部
田
） 

★
準
優
勝
　
中
村
雅
子（
　
郷
　
） 

★
第
３
位
　
光
永
伸
子（
　
郷
　
） 

【
ゴ
ー
ル
ド
の
部
】 

★
優
　
勝
　
白
石
修
照（
井
部
田
） 

★
準
優
勝
　
角
石
勝
枝（
今
　
浦
） 

★
第
３
位
　
岩
本
　
清（
　
郷
　
） 

団
体
の
部
は
 

福
賀
き
ら
ら
が
優
勝
　 

福
賀
地
区
 

月
例
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
 

男
性
の
部
は
 

藤
田
司
朗
さ
ん
が
優
勝 

福
賀
地
区
月
例
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

 

ミ
ズ
の
部
は
 

近
藤
利
津
子
さ
ん
が
優
勝 

宇
田
郷
地
区
四
季
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
 

ゴ
ー
ル
ド
の
部
は
 

白
石
修
照
さ
ん
が
優
勝 

第
２６
回
「
鯉
の
ぼ
り
大
空
で
 

泳
ぐ
」
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
 

入賞した皆さん 

入賞した皆さん 入賞した皆さん 

６
月
生
ま
れ
 

小
野
心
夏
ち
ゃ
ん
（
東
方
） 

平
成
19
年
6
月
22
日
生
ま
れ 

（
パ
パ
）
政
博
さ
ん
・（
マ
マ
）
友
美
さ
ん 

　
は
じ
め
ま
し
て
　
心
夏
だ
よ
♪

い
つ
も
か
わ
い
い
笑
顔
と
天
使
の

よ
う
な
寝
顔
で
パ
パ
と
マ
マ
を
癒

し
て
く
れ
ま
す
　
　
つ
か
ま
り
立

ち
が
上
手
に
な
っ
て
イ
タ
ズ
ラ
が

大
好
き
な
心
夏
ち
ゃ
ん
　
歩
け
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
い
っ
ぱ
い
遊
び

に
行
こ
う
ね 

あ
や
　
か 

こ
　
な
つ 

あやか 

こなつ 

団
体
の
部
で
優
勝 

し
た
福
賀
き
ら
ら 

の
皆
さ
ん 

個人の部で 
優勝した 
波多野さん 
（左）と 
田中さん 
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シリーズ　奈古高はいま 

藤
井
県
教
育
長
が
来
校
 
 

　
〜
生
徒
一
人
ひ
と
り
 

　
　
　
　
　
輝
い
て
い
た
〜
 

　
次
に
、
生
物
資
源
科
学
科
３
年

生
、
生
産
コ
ー
ス
１３
人
の
野
菜
の

授
業
を
視
察
。野
菜
の
授
業
で
は
、

一
人
ひ
と
り
に
約
畳
１
枚
分
の
畑

を
ま
か
せ
、
定
植
か
ら
収
穫
ま
で

の
栽
培
管
理
を
学
習
し
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
夏
に
収
穫
す
る
ト
マ
ト

・
ナ
ス
・
カ
ボ
チ
ャ
・
ス
イ
カ
な

ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
は
、
野
菜
へ
の
追
肥
や

中
耕
を
行
い
　
さ
ら
に
、
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
や
エ
ダ
マ
メ
を
播
種
し
、

夏
の
収
穫
に
向
け
て
の
準
備
を
行

い
ま
し
た
。 
               

　
視
察
後
は
、
藤
井
教
育
長
か
ら

「
生
徒
が
積
極
的
に
、学
習
に
取
り

組
ん
で
い
る
姿
が
見
れ
た
。
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
輝
い
て
い
た
」
と

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。 

    

　
５
月
１
日（
木
）に
藤
井
俊
彦
県

教
育
長
が
４
年
ぶ
り
２
度
目
の
来

校
。
こ
の
日
、
生
物
資
源
科
学
科

１
年
生
２７
人
の
総
合
実
習
を
視

察
。
総
合
実
習
は
、
基
礎
か
ら
応

用
ま
で
の
実
習
を
学
習
す
る
教
科

で
、
藤
井
教
育
長
は
、
ま
ず
マ
ー

マ
レ
ー
ド
の
製
造
実
習
を
視
察
さ

れ
ま
し
た
。 

　
こ
こ
で
は
、
夏
み
か
ん
の
果
皮

を
１
ミ
リ
以
下
の
薄
さ
に
ス
ラ
イ

ス
す
る
原
料
処
理
の
班
と
、
こ
の

原
料
に
砂
糖
、
ペ
ク
チ
ン
を
加
え

二
重
釜
で
煮
込
み
、
そ
れ
を
缶
に

詰
め
製
品
に
す
る
班
が
あ
り
ま

す
。
生
徒
が
作
業
す
る
様
子
を
見

ら
れ
、
生
徒
に
実
習
の
内
容
や
感

想
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。 

野
菜
の
授
業
を
視
察
 

マーマレードの製造実習を 
視察する藤井教育長（中央） 

社会福祉協議会の新会長に　出羽 博さん 
町民の「安心、安全」の福祉の町づくりを目指して 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

 

 

   

　
５
月
３０
日
付
け
で
、
伊
藤
千
尋

前
会
長
の
後
任
と
し
て
社
会
福

祉
協
議
会
会
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
激
動
の
時
代
に
大
役

を
仰
せ
つ
か
っ
た
こ
と
に
責
任
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

　
近
年
急
速
な
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
に
と
も
な
い
、

福
祉
ニ
ー
ズ
の
要
求
も
ま
す
ま
す
多
様
化
を
増
し
て
く
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
対
策
の
た
め
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
昨
年
５
カ
年
計
画
と
し
て
基
本
理
念
「
み
ん
な
が
主

役
、
誰
も
が
住
み
続
け
て
行
き
た
い
、
共
生
の
ま
ち
づ
く

り
」を
目
指
し
て
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
基
本
理
念
を
ふ
ま
え
て
私
ど
も
職
員
は
、
一
丸
と
な

っ
て「
安
全
、
安
心
」
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
標
に
、
懸
命

に
職
務
を
遂
行
し
て
行
く
決
意
で
す
。
今
後
と
も
町
民
の

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

  

　 

　
５
月
２９
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

に
よ
り
、
阿
武
町
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
の
職
を
辞
任
い
た
し
ま
し

た
。 

　
浅
学
非
才
の
身
に
も
か
か
わ
ら

ず
町
民
の
皆
様
の
温
情
と
ご
支
援

を
賜
り
、
７
年
間
要
職
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い

た
し
ま
し
て
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

新  

阿
武
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
会
長
　
出
羽
　
博 

 お
世
話
に
な
り
ま
し
た 

前  

阿
武
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
会
長
　
伊
藤
千
尋 

生産コースの「野菜の授業」 総合学習で「パソコンを使った授業」 「マーマレード」の製造実習 
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奈　古　地　区 

福　賀　地　区 

宇　田　郷　地　区 

　
阿
武
町
で
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
づ
く
り
元
気
事
業
」
の
一
環

と
し
て
、
夏
休
み
の
初
日
を
「
あ

ぶ
町
い
っ
せ
い
„
ラ
ジ
オ
体
操
“

の
日
」
と
決
め
て
、「
自
分
た
ち
の

健
康
は
み
ん
な
で
一
緒
に
つ
く

り
、
み
ん
な
で
元
気
な
る
」
を
目

的
に
住
民
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
新
し
い
健
康
づ
く

り
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

　
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
ど
の
集

落
に
も
子
ど
も
が
激
減
し
、
夏
休

み
の
風
物
詩
と
も
言
え
る
ラ
ジ
オ

体
操
が
す
た
れ
て
い
く
現
状
に
あ

り
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
と
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
の
推
進
を
図

る
た
め
に
は
、
子
ど
も
に
限
ら
ず

幅
広
い
年
齢
層
か
ら
の
参
加
が
必

要
で
す
。 

　
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
と
相
ま
っ

て
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
真
価
が
問
わ

れ
る
の
は
大
人
に
な
っ
て
か
ら
と

も
い
わ
れ
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
毎
日

し
て
い
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
と

の
関
節
の
動
き
や
身
体
の
柔
軟
性

の
違
い
な
ど
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
す

る
こ
と
で
様
々
な
身
体
の
不
調
の

解
消
に
役
立
つ
と
の
報
告
も
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
ま
ず
は
、
身
近
な
地
域
や
集
落

か
ら
、
町
民
総
参
加
に
よ
る
明
る

い
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

「
あ
ぶ
町
い
っ
せ
い
ラ
ジ
オ
体
操

の
日
」
へ
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

積
極
的
な
運
動
へ
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。 

　「自分たちの住む地域の環境は、自分たちで守る」をスローガンに、地域と行政が一体と
なって一斉清掃を行う「I・Love・あぶ町・クリーンアップ大作戦」を今年度も実施します。 
　当日は、“集落”などを中心に住民が主体となって地域の清掃活動等を行い、収集された
ごみや刈り草などは役場が回収します。なお、このあぶ町いっせい清掃の日「I・Love・あ
ぶ町・クリーンアップ大作戦」への参加に当たっては、現在、各集落駐在員に配付してある
参加申込書により、6月27日（金）までに役場民生課へ必ず申し込んでください。 
　地域が共に支えあい、地域が主体となって地域の環境を守るクリーンアップ作戦に、子ど
もからお年寄りまで、多数の皆さんの参加をお願いします。 
　詳しくは役場民生課まで（☎2－3113） 

夏休みの初日は

『あぶ町いっせい
ラジオ体操の日』

『あぶ町いっせい
ラジオ体操の日』

各集落のラジオ体操実施予定場所 

木　与 
宇　久 
寺　東 
上郷・下郷 
野　柳 
東　方 
岡田橋 

市・西１～３ 
浜１～４ 
釜屋・上下片 
水ケ迫・美咲 
美　里 
 

中　村 
森見藤 
伊　豆 
上　万 
栃　原 
 

今浦・元浦 
郷 

惣郷下・上 
 

農村子ども広場 
宇久公会堂前 
池田商店後ろ広場 
下郷公民分館前 
野柳公民分館前 
奈古小グラウンド 
奈古小グラウンド 
旧中七商店前 
住吉神社広場 
勝本さん宅の倉庫 
水ヶ迫住宅広場 
美里公園 
 
福賀小西側鉄棒付近 
森見藤公民分館前 
伊豆公民分館前 
上万公民分館前 
栃原公民分館前 
 
漁協セリ市場 
郷部落公民分館 
惣郷公民分館 

『I・Love・あぶ町・ 
クリーンアップ大作戦』 

７月21日（月）海の日

７月13日（日） あぶ町いっせい清掃の日 

自分たちの地域は自分たちで！ 

みんなで元気になりましょう！

各集落等の
参加・協力
について
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　医療費の負担軽減を目的として、重度心身障害者、母子家庭、乳幼児の区分に該当する方について
『福祉医療費助成制度』があります。対象者の要件は次のとおりとなっています。（資格要件のほか
に所得の制限あり） 
　助成を必要とされる方は、受給者の健康保険証と印鑑をご持参のうえ、役場民生課介護福祉係、ま
たは、各支所で申請をお願いします。 

医療費の自己負担額を軽減 
「福祉医療費助成制度」のご案内 

区　　分 重度心身障害者 
医療費助成制度 

母 子 家 庭 
医療費助成制度 

乳　 幼 　児 
医療費助成制度 

詳しいことは役場民生課介護福祉係（☎2－3115）まで 
 
 

医療に要する経費のうち医療保険の自己負担額を公費助成(入院時食事負担を除く) 
（県：１／２、市町村：１／２） 

所
得
制
限
 

給
与
換
算
 

対

象

者

の

要

件

 

更新時期 

助成対象 

７月１日 ８月１日 
国民年金法施行令別表１級程 
度の障害を有する人、または 
身障手帳３級を所持する人 
〔年齢制限なし〕 

老齢福祉年金の所得制限を超 
えない人〔本人のみを対象〕 
 

＊扶養親族がいない場合、 
　給与収入換算約２５０万円以下 
＊扶養親族が１人の場合、 
　給与収入換算約３００万円以下 
 

母子家庭の母及び児童 
父母のいない児童〔児童は１８ 
歳の年度末まで高校生などの 
場合は２０歳の年度末まで〕 
 市町村民税所得割非課税世帯

＊扶養親族が子１人の場合、 
　給与収入換算約２００万円以下 
＊扶養親族が子２人の場合、 
　給与収入換算約２３０万円以下 
 

小学校就学前児 

市町村民税所得割１３６，７００円 
以下の世帯〔対象児童の父母 
の合算額（税額控除前）〕 

＊扶養親族が妻子1人の場合、 
　給与収入換算約５５０万円以 
　下 
 

■開催場所・問い合わせ先　萩健康福祉センター（萩市大字江向531-1）☎0838-25-2663 
　　　　　　　　　　　　　※ すべて予約制のため、事前に連絡が必要です。 

骨髄移植登録検査 
 

C型肝炎・B型肝炎ウイ 
ルス検査（血液検査） 

 
 
 

心の健康相談 
 

乳幼児発達クリニック 
 

第2火曜日 
 

第2火曜日 
 

第2火曜日 
第2火曜日 

 

第4水曜日 
 
原則 

第2月曜日 
 

13:30～14:30 
（受付時間） 

13:00～14:00
 

 
15:00～16:00 

17:00～19:00 
 

13:00～14:00 
（受付時間） 

13:30～14:30 
（受付時間） 

 

・年齢が18歳以上、54歳以下で健康な方 
・体重が男性45kg以上、女性40kg以上の方 

C型肝炎・B型肝炎ウイルスの感染が心配な方 
 
エイズウイルス・性感染症（クラミジア・梅 
毒）の抗体検査希望者 
 
心の健康・アルコール・認知症などの問題で 
困っている方 

子どもさんの発育や発達について心配な方 
 

お知らせ＆ご利用ください！ 
 平成２０年度『萩健康福祉センター』の定例行事 

 行　　事　　名 曜　日 開催時間 対　　　　　　　象 

昼間 
夜間 
 

エイズ抗体検査 
（血液検査） 

（8・10・12・2月のみ） 
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元気！阿武町！５００１プラン　連携のきずなが広がるしくみづくり

　
銃
砲
刀
剣
類
は
、
原
則
と
し
て
所
持
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

特
に
美
術
品
も
し
く
は
骨
と
う
品
と
し
て
価
値
が
あ
る
火
縄
式
銃
砲
等

の
古
式
銃
砲
及
び
刀
剣
類
は
、
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会
で
審
査
を
受

け
て
、「
銃
砲
刀
剣
類
登
録
証
」
の
交
付
を
受
け
れ
ば
、
所
持
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

▼
審
査
会
日
程
　
第
２
回
 
平
成
２０
年
８
月
４
日（
月
）・
第
３
回
 
平

　
成
２０
年
１１
月
１０
日（
月
）・
第
４
回
 
平
成
２１
年
２
月
９
日（
月
） 
 

▼
審
査
会
場
　
山
口
県
庁
 

▼
開
催
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
 

　
（
た
だ
し
、
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
休
憩
）
 

▼
手
数
料
　
登
録
申
請
手
数
料
　
　
　
１
件
６
３
０
０
円
 

　
　
　
　
　
再
交
付
申
請
手
数
料
　
　
１
件
３
５
０
０
円
 

　
　
　
　
　
制
作
承
認
申
請
手
数
料
　
１
件
　
８
０
０
円
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
文
化
財
保
護
班
銃
砲

　
刀
剣
類
登
録
事
務
担
当
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
☎
０
８
３
―
９
３
３
―
４
６
６
６
　
FAX
０
８
３
―
９
３
３
―
４
６
６
９
 

給水管などの管理について　～給水装置は、私的財産です～ 
　道路に埋められている水道管（配水管）から分かれて、ご家庭まで引き込まれた給水管、止水栓、給水栓（蛇
口）、メーターなどの器具のことを「給水装置」と呼び、これは皆さんの財産です。 
　新設・改造・移動、メーターから宅内の修理についての費用は、皆さんの自己負担となりますので、常に気
をつけて管理をしてください。配水管からメーターまでは町が管理します。漏 
水など修理が必要な場合は役場施設課までご連絡ください。 

長期不在の場合　～施設課に連絡ください～ 
　入院などで１か月以上家を空けたり、長期にわたり不在の場合、また、空き 
家になり、水道を使用されない場合は役場施設課にご連絡ください。 

水量検針について　～メーターを見やすく～ 
　毎月、水量の検針を行います。正しい検針が出来るように、メーターボック 
スの上には物を置かず、常にメーターを見やすい状態にしてください。また、 
メーターボックスの中に水や泥が入らないようにご注意ください。 
 
 
 

宅内工事のお知らせ　～工事は指定業者へ～ 
　奈古地区簡易水道の供用開始により各戸へ給水が出来るようになっております。加入予定者の皆さんの出来
るだけ早い継ぎ込みをお願いします。 
　各戸の水道管宅内工事をするには、「給水装置工事主任技術者」の免許ある業者でないと施工できません。 
 
　阿武町内の給水装置の指定業者は次のとおりです。 
　　◎阿武建設㈱　　　　　☎2-3330　　◎猪熊商会　☎5-0908　　◎水津設備　☎2-2769 
　　◎中電工㈱阿武出張所　☎2-2117　　◎桑建設工業㈱山口営業所　☎2-2989　（50音順） 
　その他、萩市などの業者でも「給水装置工事主任技術者」の免許があれば施工できます。 
　 
お問い合わせ先　ご不明な点があれば役場施設課（☎2-3112）まで連絡してください。 

日本通運 presents 由紀さおり・安田祥子

～あしたへ贈る歌２～～あしたへ贈る歌２～

Songs With
Your Life Concert
Songs With
Your Life Concert

2008年

1回目14：30／2回目18：00　2回公演（各90分公演）

2008年

7月5日（土）7月5日（土）
1回目14：30／2回目18：00　2回公演（各90分公演）

と こ ろ／阿武町町民センター文化ホール
チケット／全席指定5,000円
チケット販売所／町民センター・役場・各支所・道の駅阿武町・
　　　　　アトラス萩店・萩楽器店・ローソンチケットほか
主　　催／阿武町・阿武町教育委員会
お問い合わせ／阿武町町民センター　☎08388-2-2044
※託児所を設けますので小さいお子さんづれの方も安心してご来場ください。

チケット 
発売中 

町内の簡易水道ご利用の皆さんへ

奈古地区簡易水道加入予定者の皆さんへ

町内の簡易水道ご利用の皆さんへ

奈古地区簡易水道加入予定者の皆さんへ

銃砲刀剣類の登録について 
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■
日
時
 

　
７
月
２３
日（
水
）　
午
後
７
時
か
ら
 

■
場
所
　
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

■
参
加
資
格
　
阿
武
町
に
在
住
す
る
満

４５
歳
以
上
の
„
お
や
じ
“
 

■
チ
ー
ム
編
成
 

◆
１
チ
ー
ム
２０
人
以
内
 

◆
原
則
と
し
て
１
集
落
単
位
で
編
成
す

る
こ
と
。た
だ
し
、編
成
不
可
能
な
場

合
は
複
数
の
集
落
で
編
成
し
て
も
よ

い
が
、チ
ー
ム
は
１
チ
ー
ム
と
す
る
。 

■
競
技
方
法
 

◆
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 

◆
１４
イ
ン
チ
球
使
用
、
選
手
は
常
時
１０

人
出
場
 

■
申
込
締
切
 

　
７
月
７
日（
月
） 
申
込
用
紙
は
各
公

民
分
館
長
さ
ん
宛
に
送
付
し
ま
す
。
 

■
代
表
者
会
議
・
抽
選
　
７
月
１０
日（
木
）

か
ら
 
町
民
セ
ン
タ
ー
 

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
阿
武
町
教

育
委
員
会
（
☎
２
―
０
５
０
１
）
 

    　„
カ
ラ
ダ
年
齢
“
を
測
っ
て
み
て
、

あ
な
た
自
信
の「
ヘ
ル
ス
プ
ロ
ポ
ー
シ

ョ
ン
」を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
 

■
日
時
・
会
場 

（
受
付
各
会
場
午
後
７
時
）
 

【
宇
田
】
７
月
９
日（
水
）午
後
７
時
１５

　
分
〜
　
小
学
校
体
育
館
・
運
動
場
 

【
福
賀
】
７
月
１４
日（
月
）午
後
７
時
１５

　
分
〜
　
小
・
中
学
校
体
育
館
・
運
動
場
 

【
奈
古
】
７
月
１７
日（
木
）午
後
７
時
１５

　
分
〜
　
中
学
校
体
育
館
・
運
動
場
 

■
内
　
容
 

◆
血
圧
測
定
、
血
管
年
齢
、
骨
密
度
な

　
ど
 

◆
握
力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
 

　
な
ど
 

■
お
問
い
合
わ
せ
先
 

　
教
育
委
員
会
（
☎
２
―
０
５
０
１
）
 

　
役
場
民
生
課
（
☎
２
―
３
１
１
３
）
 

　
ま
た
は
、
各
公
民
館
ま
で
 

                  　
阿
武
町
立
阿
武
中
学
校
が
、
公
立
学
校
優
良
施

設
表
彰
の
改
築
部
門
に
お
い
て
、
平
成
２０
年
度
文

部
科
学
大
臣
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
阿
武
中

学
校
は
老
朽
化
と
耐
震
性
の
確
保
の
た
め
、
平

成
１６
年
３
月
か
ら
１９
年
１
月
ま
で
Ⅱ
期
工
事
に
分

け
、
総
工
費
４
億
１
６
０
０
万
円
で
大
規
模
改
修

工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
 

　
受
賞
の
理
由
と
し
て
「
改
築
に
よ
り
総
工
事
費

を
通
常
の
３
分
の
２
に
抑
え
た
こ
と
。
各
室
の
配

置
を
全
面
的
に
見
直
し
て
、
教
育
相
談
室
や
多
機

能
ト
イ
レ
の
新
設
、
職
員
室
の
視
認
性
の
向
上
を

実
現
、
外
部
は
瓦
仕
上
げ
の
勾
配
屋
根
を
新
設
、

内
部
で
は
教
室
の
腰
壁
や
建
具
に
地
場
産
木
材
を

活
用
。
新
築
に
遜
色
な
い
質
的
改
善
を
実
現
し
た

こ
と
」
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
 

おやじ
ソフトボール大会
参加チーム大募集

カ
ラ
ダ
年
齢„
測
っ
て
“ 

„
知
っ
て
“„
始
め
よ
う
“ 

阿
武
中
　
耐
震
改
修
事
業
に
対
し
 

　
　
　
　
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
 

阿
武
中
　
耐
震
改
修
事
業
に
対
し
 

　
　
　
　
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
 

ふれあい歩こう大会
実行委員募集中！

昨年の測定の様子 

今年も 
燃えるぜ！ 

 

　
本
年
度
で
21
回
目
を
む

か
え
る
「
ふ
れ
あ
い
歩
こ

う
大
会
」
を
１０
月
５
日

（
日
）に
実
施
し
ま
す
。
 

　
平
成
１７
年
度
か
ら
「
実

行
委
員
制
度
」を
開
設
し
、

コ
ー
ス
や
内
容
に
つ
い
て

協
議
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

本
大
会
も
実
行
委
員
を
募

集
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

■
応
募
資
格
　
１８
歳
以
上
で
町
内
在
住

の
方
 

■
募
集
人
員
　
特
に
定
め
ま
せ
ん
が
、

多
数
の
場
合
は
選
考
し
ま
す
。
 

■
内
容
　
歩
こ
う
大
会
の
コ
ー
ス
選
定
、

大
会
の
内
容
企
画
、
運
営
な
ど
 

■
応
募
方
法
　
７
月
１１
日（
金
）ま
で
に
、

教
育
委
員
会
ま
た
は
、
各
公
民
館
備

え
付
け
の
応
募
用
紙
に
記
入
の
う

え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

■
問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
委
員
会
 

　
☎
２
―
０
５
０
１
　
担
当
　
村
岡
 

 

中村町長と小田教育長 地場産木材を腰壁に使用 

阿武中学校の全景 
筋かいを入れ 

強度を増した技術室 
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元気！阿武町！５００１プラン　明日につなぐ活力ある産業づくり

中山間地域等直接支払 
制度の実施状況を公表 
 

海外ボランティアの 
通訳・ホームスティ 
先を募集します 

お
さ
か
な
調
査
隊 

〜
萩
の
お
さ
か
な
瀬
つ
き
あ
じ
を 

　
見
て
知
っ
て
食
べ
ち
ゃ
お
う
〜 

      

　
８
月
１１
日（
月
）〜
２２
日（
金
）

の
期
間
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｅ
（
米
国
非

営
利
法
人
）
の
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
阿
武
町
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
受
入
団
体
は
、

阿
武
町
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
。 

　
韓
国
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
な
ど
海
外
の
若
者
８

人
と
山
口
県
立
大
学
生
が
参
加
し
ま
す
。 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
農
林
作
業
や
海
岸

清
掃
、
盆
踊
り
の
お
手
伝
い
な
ど
で
す
。 

◆
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
先
を
募
集 

　
町
内
の
方
で
８
月
１１
日（
月
）に
ホ
ー
ム
ス

テ
ィ
の
受
入
を
し
て
い
た
だ
け
る
家
庭
を
募

集
し
ま
す
。 

■
日
時
　
８
月
１１
日（
月
） 

■
受
入
人
数  

１
軒
あ
た
り
２
人
（
外
国
人

　
１
人
・
日
本
人
１
人
）
程
度 

　
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
に
よ
り

様
々
な
価
値
観
や
異
文
化
に
触
れ
、
国
際
理

解
が
深
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

◆
英
語
の
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集 

　
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
住
民
の
み
な

さ
ん
と
の
交
流
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う

英
語
の
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。 

■
日
時
　
期
間
中
（
土
日
を
除
く
）
都
合
の

　
つ
く
時
間
帯
の
み
で
も
結
構
で
す
。 

■
お
問
い
合
わ
せ
先 

　
役
場
経
済
課
　
☎
２
―
３
１
１
４ 

道の駅まつりのお魚 
さばきかた教室の様子 

　
中
山
間
地
域
な
ど
で
は
、
農
地

の
傾
斜
に
よ
り
平
地
に
比
べ
農
業

の
生
産
条
件
が
不
利
な
こ
と
か
ら
、

担
い
手
の
減
少
、
耕
作
放
棄
地
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、
農
地
が
農
業

生
産
活
動
を
通
じ
て
発
揮
し
て
い

る
多
面
的
な
機
能
（
山
崩
れ
・
洪

水
の
防
止
、
自
然
環
境
の
保
全
、

良
好
な
景
観
形
成
、
生
態
系
の
維

持
な
ど
）
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。 

　
こ
の
た
め
、
各
集
落
内
で
協
定

を
結
び
、
自
律
的
か
つ
継
続
的
に
農
業
生
産

活
動
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
交
付
金
を
交

付
し
て
、
中
山
間
地
域
な
ど
で
の
不
利
性
を

直
接
的
に
補
正
す
る
こ
と
に
よ
り
、
耕
作
放

棄
地
の
発
生
を
防
止
し
、
多
面
的
機
能
を
維

持
・
増
進
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

　
平
成
１２
年
度
に
始
ま
り
、
現
在
は
第
二
期

対
策
と
し
て
、
平
成
１７
年
度
か
ら
平
成
２１
年

度
の
５
年
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

◎
集
落
協
定
数
　
２６
協
定 

●
基
礎
単
価（
８
割
交
付
）
５
協
定 

　
耕
作
放
棄
の
防
止
活
動
や
、
定
め
ら
れ
た

農
業
生
産
活
動
等
を
行
う
協
定 

●
体
制
整
備
単
価（
１０
割
交
付
）
２１
協
定 

　
基
準
単
価
の
活
動
に
加
え
、
将
来
に
向
け

た
農
業
生
産
活
動
の
体
制
整
備
の
強
化
を

行
う
協
定 

　
こ
の
ほ
か
、
よ
り
積
極
的
な
活
動
を
行
う

協
定
に
は
、
加
算
単
価
が
交
付
さ
れ
ま
す
。 

　
集
落
協
定
で
は
、
農
地
の
多
面
的
機
能
の

維
持
・
増
進
を
一
層
図
り
、自
律
的
か
つ
継
続
的

な
農
業
生
産
活
動
等
の
た
め
に
、
主
に
次
の

よ
う
な
共
同
取
組
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

○
農
業
生
産
活
動
・
水
路
、
農
道
等
な
ど
の

管
理
・
農
地
法
面
の
補
修
、
点
検
・
鳥

獣
被
害
防
止
対
策 

○
多
面
的
機
能
を
増
進
す
る
活
動
・
耕
作
放

棄
の
防
止
な
ど
の
活
動
・
周
辺
林
地
の

下
草
刈
り
・
景
観
作
物
の
作
付
け
・
非

農
家
・
他
集
落
と
の
連
携 

○
生
産
性
収
益
の
向
上
・
共
同
機
械
の
購

入
、
共
同
利
用
・
地
場
産
農
産
物
等
の

加
工
・
販
売
・
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
に
よ
る

共
同
防
除 

○
担
い
手
の
定
着
・
認
定
農
業
者
の
育
成
・

担
い
手
へ
の
農
作
業
の
受
委
託
促
進 

○
組
織
化
及
び
法
人
化
・
集
落
を
基
礎
と
し

た
営
農
組
織
の
育
成
・
担 

　
い
手
へ
の
農
地
集
積
化 

▼
問
い
合
わ
せ
先 

　
役
場
経
済
課
農
林
係 

　
（
☎
２
―
３
１
１
４
） 

   

　
　 

平
成
２０
年
度 

食
の
安
心
・
安
全
普
及
・
啓
発
促
進
事
業 

　
め
っ
た
に
入

る
こ
と
の
で
き

な
い
魚
市
場
を

専
門
家
の
案
内

で
見
学
し
た
後
、

瀬
つ
き
あ
じ
を

使
っ
た
料
理
に

挑
戦
し
て
み
ま

せ
ん
か
。 

■
日
時
　
８
月
９
日（
土
）午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
２
時
頃
ま
で 

■
集
合
場
所
　
萩
市
中
央
公
民
館
（
見
学
場

所
へ
は
バ
ス
で
移
動
） 

■
見
学
場
所
　
山
口
県
漁
協
萩
地
方
卸
売
市

場
、
萩
し
ー
ま
ー
と 

■
調
理
実
習
　
萩
市
中
央
公
民
館
実
習
室 

■
参
加
費
　
無
料 

■
対
象
　
小
学
３
年
生
以
上（
た
だ
し
、
３
、

４
年
生
は
保
護
者
同
伴
に
限
り
ま
す
） 

■
募
集
人
員
　
１５
組
（
保
護
者
を
含
め
約
３０

人
）
程
度 

■
締
め
切
り
　
７
月
１８
日（
金
）（
参
加
希
望

者
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
な
り
ま

す
） 

■
お
問
い
合
せ
先
　
山
口
県
萩
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
生
活
環
境
課
食
品
衛
生
班 

　
☎
０
８
３
８
―
２５
―
２
６
６
３ 

昨年のＪＩＣＡの様子 

86,268 
78,440 
64,459 
34,060 
60,009 
323,236 

 
181,166 
193,905 
111,228 
18,212 
19,589 
79,321 
110,635 
52,216 
755,488 
158,824 
491,187 
185,676 
205,737 
130,020 
134,079 
95,932 
101,416 
39,985 
90,144 
63,907 
38,548 

3,257,215 
3,580,451

753,270 
560,557 
1,032,736 
572,205 
694,942 
3,613,710 

 
1,727,147 
2,928,226 
1,574,272 
293,610 
156,712 
1,053,298 
1,811,122 
539,616 
7,919,752 
1,722,291 
5,190,830 
2,046,503 
1,748,760 
1,105,168 
1,184,754 
767,456 
2,129,736 
839,685 
837,930 
1,373,999 
809,508 

37,760,375 
41,374,085

集　落 
協定名 
郷 
野　柳 
伊　当 
平　原 
惣　郷 
計 
 

河　内 
木　与 
宇　久 
遠　嶽 
後　山 
土 
筒　尾 
久瀬原 
福田中 
新　田 
福田下 
宇生賀 
飯　谷 
上笹尾 
下笹尾 
新　生 
田　部 
井部田 
宇　田 
葛　籠 
大　刈 
計 
合　計 

交付対象 
面積（㎡） 

交付金額 
（円） 

（体制整備単価分：２１集落協定） 

（基礎単価分：５集落協定） 
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防ごう犯罪と非行 
助けよう立ち直り 

7月は「社会を明るくする運動」 
強調月間です 

6／23～29

請求期限は平成21年3月31日までです。 
　先の大戦において、外地など（事変地
の区域又は戦地の区域）に派遣され、戦
時衛生勤務に従事された旧日本赤十字社
救護看護婦及び旧陸海軍従軍看護婦の方
（慰労給付金受給者は除く）に対して、
その御労苦に報いるため内閣総理大臣名
の書状を贈呈しております。 
　詳しくは下記お問い合わせ先までご連
絡ください。 
 
◆ご本人またはご家族などからのご連絡
をお待ちしています。 
【お問い合わせ先】 
〒100-8926 
　東京都千代田区霞が関2-1-2 
　総務省大臣官房管理室　業務担当 
　ＴＥＬ　03－5253－5182（直通） 
　ＦＡＸ　03－5253－5190

旧日本赤十字社救護 
看護婦及び旧陸海軍 
従軍看護婦の方へ 
内閣総理大臣名の 
書状を贈呈します 

　　男女の人権の尊重　男
性と女性が職場、学校、地
域、家庭それぞれ個性と能
力を発揮できる「男女共同
参画社会」その実現のため
には、みなさん一人ひとり
の取組が必要です私たちの
まわりの男女のパートナー
シップについて、この機会
に考えてみませんか。 

男女共同参画週間 
パートナーシップを考えてみよう 

　「社会を明るくする運動」は、すべて
の国民が犯罪や非行の防止と罪を犯し
た人たちの更生について理解を深め、
それぞれの立場において力を合わせ、
犯罪や非行のない明るい社会を築こう
とする全国的な運動です。今年58回
目を迎えるこの運動の今年の重点目標

は「犯罪・非行の防止と更生の援助のため、地域住民の理解と参加を求める」ことです。近年、犯罪が
深刻な脅威となっていますが、犯罪や非行が生まれるのが地域社会であり、罪を犯した人や非行をした
少年の更生を促す場も地域社会であることから、本人の更生意欲とともに取り巻く地域社会の理解と協
力が必要です。誰もが参加する幅広い活動へ発展し、誰もが支えあう明るい地域づくりに皆様のご協力
をお願いします 。 

　　家庭生活における活動と他の活動の両立　男女が対
等な家族の構成員として互いに協力し、社会の支援も受
け、家族としての役割を果たしながら、仕事や学習、地
域活動ができるようにしましょう。 

4

　　政策等の立案及び決定への共同参画　男女が、社会
の対等なパートナーとして、いろいろな方針の決定に参
画できるようにしましょう。 

3

　　社会における制度・慣行についての配慮　固定的な
性別役割分担意識にとらわれず、男女が様々な活動がで
きるよう社会の制度や慣行について考えていきましょう。 

2

　　国際的協調　他の国々や国際機関とも相互に協力し
て取り組んでいきましょう。 
5

1



女
と
男
の
一
行
詩 

ゴ
ミ
を
出
す
　
夫
に
や
さ
し
い
　
近
所
の
目 

ひ
と 

ひ
と 
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●社会福祉法人などが提供する介護サービスの利用料 
　（自己負担額など） 
　訪問介護・デイサービス・ショートステイ・特別養護
老人ホーム入所の各サービスを利用されている方で、①
世帯全員が町民税非課税②年間収入が１５０万円＋５０万円
×（世帯員数－1）を下回る方は減額の対象となる場合が
ありますので、申請の手続きを随時受け付けています。 
●施設サービス、ショートステイを利用されている方の
　食費、居住費（滞在費）負担 
　特別養護老人ホーム、老人保健施設、介護療養型医療
施設などに入所されている方で、世帯全員が町民税非課
税の方は、減額の対象となります。減額認定を受けてい
る方は、更新申請の手続きを行ってください。また、新
規の申請も随時受け付けています。 
■問い合わせ先　役場民生課　介護福祉係　☎２－３１１５ 

県内一斉ライトダウン 
キャンペーン 

～明かりを消して地球温暖化に 
ついて考えてみよう～ 

６月２１日（土）から７月７日（月） 
夜８時～１０時 

　このキャンペーンは、事業所や家庭に
おいて可能な範囲で明かりを消し、町民
一人ひとりに地球温暖化防止のために何
ができるかを考えるきっかけとなること
を目的にしています。 
　特に６月２１日（土・夏至の日）と７
月７日（月・洞爺湖サミット初日）の夜
８時から１０時の２時間は、県内のライ
トアップ施設に対し一斉に消灯を呼びか
けていますので、家庭においても、家族
が居間に集まり、他の部屋の明かりをで
きるだけ消灯しましょう。 

介護保険サービスの負担金 
低所得の方は減額になる場合が 

国民年金保険料を納めるのが困難なときは 

保険料の免除・猶予制度 をご利用ください 

申請免除制度（全額免除・一部納付） 
全額免除・1/4納付・半額納付・ 
3/4納付の４種類があります。 

・本人・配偶者・世帯主の所得が一定額以下の
方が対象となります。 
・申請をして承認されると、保険料の納付が全額
免除、または1/4納付などの一部となります。 

※一部納付は、一部保険料を納めないと、保険
　料未納期間となります。 

　国民年金には経済的な理由などで保険料の納付が困難な場合、保険料の納付が免除・猶予される制度
があります。免除や猶予を希望される方は申請をお願いします。（手続きは役場住民課まで） 

①障害基礎年金や遺族基礎年金の受給資格期間に算入されますので、万が一のときにも安心です。 
②老齢基礎年金の受給資格期間に算入されます。また、全額免除期間・一部納付期間は、老齢基礎年金
の年金額に算入されます（免除の区分に応じて1/3から5/6が算入されます）。なお、若年者納付猶
予期間は、年金額には算入されません。 
③将来、受け取る老齢基礎年金を増額するために、全額免除期間・一部納付期間・若年者納付猶予期間
の保険料は、１０年以内であればさかのぼって納めることができます。ただし、承認を受けた年度から
翌々年度を過ぎると、当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せされます。 
 

全額免除・若年者納付猶予は継続申請ができます 
　申請時に、翌年度以降も申請を行うことをあらかじめ希望（申請書の所定の欄に○印をつけてくださ
い）された場合は、翌年度からは申請が不要になります。ただし、全額免除または若年者納付猶予が承
認された場合に限ります（失業などにより承認された場合は除く）。 

■お問い合わせ先　山口社会保険事務局萩事務所　☎０８３８－２４－２１５８　役場住民課　☎２－０５００ 

若年者納付猶予制度 
３０歳未満の方に限りご利用できます。 

・本人・配偶者の所得が一定額以下の方が対象
となります。（世帯主の所得は審査の対象外
です） 
・申請をして承認されると、保険料の納付が
10年間猶予されます。 
※学生の方は学生納付特例制度をご利用してい
　ただくことになります。 

 

年金のたより 

承認を受けた期間のメリット ▼ ▼ 



     

　
国
税
庁
で
は
、
税
務
職
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
税
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
を
目
指
し
て
、
ぜ
ひ
受
験
し

て
く
だ
さ
い
。 

▼
受
験
資
格
　
昭
和
６２
年
４
月
２
日

　
〜
平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人 

▼
試
験
の
程
度
　
高
校
卒
業
程
度 

▼
申
込
期
間
　
７
月
１
日（
火
）ま
で

　（
当
日
通
信
日
付
印
有
効
） 

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
〒
７
３

　
０
―
８
５
２
１  

広
島
市
中
区
上

　
八
丁
堀
６
―
３
０
　
広
島
国
税
局

　
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係 

　
☎
０
８
２
―
２
２
１
―
９
２
１
１ 

　http://www..nta.go.jp/ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　hiroshim

a 
  

   

　
建
築
現
場
で
働
く
方
々
の
た
め

に
、「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
」
と

い
う
法
律
に
よ
り
国
が
作
っ
た
退
職

金
制
度
で
す
。
事
業
主
の
方
々
は
、

現
場
で
働
く
労
働
者
の
共
済
手
帳
に

働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る

共
済
証
紙
を
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が

建
築
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と

き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う

と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退

職
金
制
度
で
す
。 

▼
加
入
で
き
る
事
業
主
　 

　
建
築
業
を
営
む
方 

▼
対
象
と
な
る
労
働
者 

　
建
築
業
の
現
場
で
働
く
人 

▼
掛
金 

　
日
額
３
１
０
円 

▼
特
徴 

◎
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

　
申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。 

◎
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対

　
象
と
な
り
ま
す
。 

◎
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。 

◎
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す

　
が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必

　
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上

　
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。 

◎
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は

　
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま

　
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先  

建
設
業
退
職
金

　
共
済
事
業
本
部
山
口
支
部
（
☎
０

　
８
３
―
９
２
４
―
９
４
６
６
） 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://www. 

　kentaikyo.taisyokukin.go.jp/ 

    

　
第
２５
回
萩
・
阿
武
合
同
短
歌
大
会

が
１０
月
２６
日（
日
）に
萩
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
作

品
を
募
集
し
ま
す
。 

▼
出
詠
料
　
１
０
０
０
円 

▼
出
詠
方
法
　
未
発
表
の
作
品
一
首

　
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

▼
締
め
切
り
　
７
月
２５
日（
金
） 

▼
お
問
い
合
わ
せ
先
及
び
送
付
先 

　
〒
７
５
８
―
０
０
７
４ 

萩
市
平

　
安
古
町
５
９
　
山
本
洋
子
さ
ん 

　
☎
０
８
３
８
―
２２
―
２
０
７
６ 

    

　
山
口
県
弁
護
士
会
、
山
口
県
司
法

書
士
会
と
県
内
自
治
体
が
共
同
し

て
、
多
重
債
務
者
向
け
の
無
料
法
律

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
萩
市
で
の

開
催
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

▼
日
時
　
７
月
２９
日（
火
）午
前
１０
時

　
〜
午
後
４
時
（
弁
護
士
相
談
） 

　
７
月
３０
日（
水
）午
前
１０
時
〜
午
後

　
４
時
（
司
法
書
士
相
談
）  

▼
場
所
　
萩
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

　
萩
市
江
向
３
５
６
ー
５ 

▼
内
容
　
法
律
専
門
家
に
よ
る
無
料

　
法
律
相
談
　
定
員
２０
人  

▼
お
問
い
合
わ
せ
先 

　
役
場
経
済
課
　
☎
２
―
３
１
１
４ 

  

山
口
県
県
民
生
活
課
　
☎
０
８
３

　
―
９
３
３
―
２
６
０
８ 

  

　
法
的
ト
ラ
ブ
ル
に
応
じ
た
最
も
適

切
な
機
関
・
団
体
の
情
報
を
無
料
で

提
供
し
ま
す
。 

▼
法
テ
ラ
ス
（
日
本
司
法
支
援
セ
ン

　
タ
ー
）
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

　
☎
０
５
７
０
―
０
７
８
３
７
４ 

　
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
・
土

　
曜
は
午
後
５
時
ま
で
（
日
曜
・
祝

　
日
は
除
く
） 

◆
収
入
の
少
な
い
方
に
は
契
約
弁
護

　
士
・
司
法
書
士
事
務
所
で
の
無
料

　
法
律
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
民

　
事
法
律
扶
助
制
度
） 

◆
法
テ
ラ
ス
山
口
無
料
法
律
相
談
日

　
①
毎
週
月
曜
日
午
後
１
時
３０
分
〜

　
４
時
３０
分（
６
人
）②
毎
週
金
曜
日

　
午
前
１０
時
〜
正
午（
４
人
）要
予
約 

　
予
約
先
、
法
テ
ラ
ス
山
口 

☎
０

　
５
０
―
３
３
８
３
―
５
４
９
０ 
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休日当番医

お し ら せ 

６月２２日（日） 

６月２９日（日） 

７月６日（日） 

７月１３日（日） 

７月２０日（日） 

７月２１日（月） 

緊急の場合は１１９番 

女
と
男
の
一
行
詩 

シ
ニ
ア
増
え
　
お
や
じ
の
料
理
　
大
繁
盛 

ひ
と 

ひ
と 

税
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
 

国
税
庁
が
税
務
職
員
を
募
集
 

試
　
験

知
っ
て
い
ま
す
か
？
 

　
　
　
　
建
退
共
制
度
 

制
度
・
貸
付

「
山
口
県
多
重
債
務
相
談
 

　
　
強
化
月
間
」
の
実
施
 

第
２５
回
萩
・
阿
武
合
同
 

　
短
歌
大
会
作
品
の
募
集
 

法
的
な
困
り
ご
と
は
法
テ
 

ラ
ス
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
！
 

募
　
集

相
　
談

まちの笑顔(^o^)

ウ
ニ
漁
が
解
禁
。
 

横
村
清
子
さ
ん（
元
浦
・
右
）と
 

中
野
文
子
さ
ん（
今
浦
） 

 



ヤーコンの野菜サラダ

奈古女性スポーツ大会（グラウンドゴルフの部）9:00【阿武中グラウンド他】 
ふれあいピアリンピック２００８　10:00【萩市民体育館】 
福賀ひまわり学級移動教室　7:00【福岡県】 
奈古メンズキッチン開講式並びに６月講座　9:00【町民センター】 
町議会定例会（1日目）（2日目27日）9:00【議場】 
福賀いきいきキッチン　9:30【のうそんセンター】 
行財政改革等特別委員会　11:00【委員会室】 
奈古子ども会小学生の部代表者集会　13:20【町民センター】 
福賀地区職域親睦球技大会代表者会議　18:00【のうそんセンター】 
講演（ひよこクラブ、母親クラブ）中学生職場体験【みどり保育園（本園）】 
奈古さつき婦人学級パソコン教室　9:00【町民センター】 
ザ・かぼす会　9:00【町民センター】 
福賀エアロビクス　19:30【のうそんセンター】 
奈古若葉学級開講式並びに６月講座　9:30【町民センター】 
自由保育参観（未満児）【みどり保育園（本園）】 
福賀職域親睦球技大会　13:30【福賀小グラウンドほか】 
鳴き砂復活隊・清ケ浜清掃ボランティア　9:00【清ケ浜】 
奈古高齢者料理教室　9:00【町民センター】 
交通安全指導、避難訓練【みどり保育園（本園、分園）】 
デイケア「青空会」9:30【町民センター】 
奈古地区ストレッチ学習会　9:30【町民センター】 
にわとりクラブ　10:00【母子健康センター】 
健康相談（福賀）9:30【のうそんセンター】 
健康相談（宇田郷）9:30【ふれあいセンター】 
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】 
由紀さおり・安田祥子　童謡コンサート　14:30【町民センター】 
消防団夏季訓練　9:00【町民センター周辺】 
健康相談（奈古）9:30【母子健康センター】 
太極拳教室　14:00【町民センター】 
糖尿病教室「さくら会」9:00【町民センター】 
萩交通安全協会福賀分会役員・評議員会議　20:00【のうそんセンター】 
奈古さつき婦人学級移動教室　6:00【大分県】 
福賀地区ストレッチ楽集会　10:00【のうそんセンター】 
宇田郷子健全育成会議【ふれあいセンター】 
乳幼児健診（奈古・宇田郷）13:00【母子健康センター】 
福賀月例ボウリング大会　19:30【萩ユーズボウル】 
JICA集団研修（持続的農村開発１）（～17日）【町内】 
奈古地区ストレッチ学習会　9:30【町民センター】 
にわとりクラブ10:00【ほっとハウスみどり】 
乳幼児健診（福賀）13:30【福賀診療所】 
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:00【ふれあいセンター】 
福賀婦人グラウンドゴルフ大会　19:30【福賀小グラウンド】 
夏季軟式野球大会　8:00【町民グラウンド】 

トークの日＆ 
食育の日 

毎月19日は 
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阿武町の人口と世帯数 （５月末） 

（　）内数字は対前月比 

区　分 

奈　古 

福　賀 

宇田郷 

合　計 

人　口 

2,548（－ 5） 

　770（－ 3） 

　731（－ 5） 

4,049（－13） 

世帯数 

　974（ 0 ） 

　326（ 0 ） 

　327（－ 5） 

1,627（－ 5） 

 

町の異動 

転入　 5 

転出　 5 

出生　 2 

死亡　 9

５月の交通事故 

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損 
事故 

113 
（117） 
6 
（9） 

12 
（23） 
0 
（2） 

0 
（0） 
0 
（0） 

0 
（3） 

10 
（22） 

負傷者 死者 

人　身　事　故 

件数 
萩警察署管内で 
起こった事故 
うち阿武町内で 
起こった事故 

女
と
男
の
一
行
詩 

パ
パ
　
マ
マ
の
家
事
の
シ
フ
ト
を
組
む
我
子 

ひ
と 

ひ
と 

［材料４人分］ヤーコン（根の部分）…400g
　　　　　　　蒸しパンミックス…300g
［作り方］
①皮のむいたヤーコンを小さく切り、ジューサ
ーにかける。（ジューサーの回転をよくする為
に、水を入れる場合は、最小限にとどめる。）
②蒸しパンミックスとヤーコンをボウルに入れ、
手早く混ぜ、アルミカップ８分目まで流し込む。
③湯気の立った蒸し器で、10分から15分蒸して
表面に割れ目ができたら、出来上がり。

［材料４人分］
ヤーコン（根の部分）…200g、ニンジン…40g､
ミズナ…100g、ごまドレッシング（市販のもの）
［作り方］
①ヤーコンは皮をむいて水にさらす。
②ヤーコンとニンジンは千切りに、ミズナは３
cmの長さに切る。（ニンジンはさっと湯通しす
るか、電子レンジに入れると食べやすくなる）
③野菜を盛り付け、ごまドレッシングでいただく。

生活改善実行グループ連絡協議会

ヤーコン入り蒸しパン

旬
の
一品
の時間です

よ

町内の求人情報 ６月１２日現在 6月分 

会　社　名 
ブルーウェイ 
アパレル福賀工場 
社会福祉法人 
阿武福祉会 

求人数 

２人 
 
２人 

年齢 

不問 
 
不問 

賃　　　　　金 
121,900円～ 
131,100円　 
142,000円～ 
148,000円　 

業　　　種 
縫製 

オペレーター 

介護職員 

（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。） 

●問い合わせ先　ハローワーク萩・萩公共職業安定所 
　　　　　　　　☎0838－22－0714

いっしょに
話そう

声かけ合って話の 種をまきましょう!!

 
 

　
最
低
賃
金
の
決
定
基
準
や
罰
則
の

上
限
額
、
最
低
賃
金
の
減
額
特
例
の

新
設
、
派
遣
労
働
者
へ
の
適
用
関
係

な
ど
大
き
な
改
正
が
あ
る
最
低
賃
金

法
改
正
法
が
平
成
２０
年
７
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。 

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
山
口
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室
（
☎
０
８
３
―

９
９
５
―
０
３
７
２
）
又
は
最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
署
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

  

改
正
法
の
概
要
は
、
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　http://www.m
hlw.go.jp

月 日 曜 行　　　事　　　予　　　定 
６／２２～７／２０ 

6
月
 

7
月
 

22  
23 
 
24 
 
 
25 
 
 
26  
 
27 
28  
29 
30  
1 
2  
3 
4  
5 
6 
7 
8 
9 
 
10  
 
11 
 
15 
16  
17 
18  
20

日  
月 
 
火 
 
 
水 
 
 
木 
  
金 
土  
日 
月  
火 
水 
 木 
金 
 土 
日 
月 
火 
水 
 
木 
  
金 
 
火 
水 
 木 
金  
日 

最低賃金法が改正されます 



俳
　
句

花
わ
さ
び
は
げ
し
い
辛
さ
瓶
詰
に 

連
な
り
て
川
面
に
跳
ね
る
鯉
幟 

母
一
人
子
供
一
人
の
夏
の
浜 

牛
鳴
け
ば
牛
の
山
彦
聖
五
月 

さ
あ
父
さ
ん
一
族
そ
ろ
っ
て
籾
を
播
き 

若
竹
の
穂
先
緑
や
せ
い
く
ら
べ 

青
田
道
農
夫
の
出
合
い
立
話 

野
の
佛
小
さ
く
座
し
て
若
葉
光 

懐

の

ふ

か

き

母

親

朴

の

花

 

武
者
幟
り
立
て
て
親
父
は
好
好
爺 

里
山
の
峽
の
道
ま
で
青
田
風 

頼
ら
れ
る
こ
と
も
生
き
が
い
青
田
風 

学
舎
に
ま
ば
ら
な
生
徒
山
笑
う 

山
々
の
濃
く
さ
だ
ま
り
て
青
田
風 

母
の
日
や
白
き
エ
プ
ロ
ン
昭
和
か
な 

新
樹
山
ひ
か
り
ゆ
っ
く
り
踏
み
し
め
る 

退

院

の

軒

賑

や

か

に

夏

燕

 

青
田
風
新
入
社
員
名
刺
出
す 

生
命
と
は
時
間
の
こ
と
と
涅
槃
講 

春
愁
の
水
蹴
っ
て
翔
つ
番
鴨 

夏
空
に
は
じ
け
る
女
の
片
え
く
ぼ 

切
り
紙
の
鋏
す
い
す
い
立
夏
か
な 

民
謡
を
乗
せ
て
若
葉
の
川
下
る 

夏

燕

と

ん

で

光

を

八

方

に

 

春
深
し
さ
ざ
波
遊
ぶ
岩
の
群 

田
中
　
文
笠（
森
見
藤
） 

小
野
　
一
雄（
下
　
郷
） 

米
原
　
敏
男（
筒
　
尾
） 

高
橋
作
之
助（
浜
の
１
） 

水
津
　
英
水（
木
　
与
） 

河
原
　
和
子（
上
　
郷
） 

田
中
　
か
め（
西
の
３
） 

金
子
　
幸
江（
　
市
　
） 

佐
々
岡
美
保（
中
　
村
） 

原
　
　
清
穂（
伊
　
豆
） 

柳
井
　
惠
子（
平
　
原
） 

林
　
　
弘
子（
浜
の
１
） 

橋
本
多
華
子（
元
　
浦
） 

斎
藤
　
孝
子（
今
　
浦
） 

大
倉
　
淑
子（
上
　
万
） 

梅
地
　
眞
代（
東
　
方
） 

池
田
　
幸
枝（
上
　
片
） 

中
村
　
良
江（
　
市
　
） 

木
村
　
信
惠（
久
瀬
原
） 

米
原
　
泉
女（
筒
　
尾
） 

出
羽
法
泉
子（
浜
の
１
） 

河
原
　
慶
子（
上
　
郷
） 

水
津
　
紅
魚（
浜
の
３
） 

田
中
　
弥
生（
木
　
与
） 

金
崎
　
藤
子（
元
　
浦
） 

つ
が
い 

アート
ふろんと

No.54

　町内の写真やカメラの愛好家があぶフォト
倶楽部を立ち上げました。活動は月1回の月
例会を行い、テーマに沿った写真を持ちより
優秀作品を選び出したり、楽しく自由に撮影
技術を磨き、仲間づくりをします。「下手の
横好き？の方」を大歓迎します。

◆お問い合わせ　あぶフォト倶楽部事務局
　役場総務課企画広報係　☎２－３１１１

道の駅発祥交流館 ギャラリー展示作品募集
　道の駅発祥交流館インフォメーションギャ
ラリーでは、展示作品を募集します。写真、
俳句、俳画など力作、自信作を募集します。
◆お問い合わせ
　道の駅阿武町発祥交流館　☎２－０３５５

 

あぶフォト倶楽部
出品作品は道の駅発祥交流館
ギャラリーに展示しています。

テーマ「５月」
タイトル
「清ヶ浜の夕暮れ」
磯部孝広（東方）

テーマ「自由」
タイトル「残照」　
梅地幸穂（東方）

５月の優秀作品

花　爛　漫 
町内の初夏の花スポット紹介します。

アヤメ   うもれ木の郷（上万）

花菖蒲　中野侶章さん（市）
白アザミ

大山アサさん（筒尾）

　奈古の水津克紀さん（浜の

２）が、6月７日に釣りあげ

たクロマグロです（70kg超）。

「こりゃーこまい（小さい）ほ

う。200kgぐらいなけんとの

ぅ」と言いながら上機嫌な水

津さん。
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